
【感染症発生動向調査事業から】
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川崎市におけるＲＳウイルス感染症の令和７年第４２週（１０月１３日～

１９日）の定点当たり患者報告数は０．７０人と、第３７週（９月８日～１４

日）以降、例年より報告数の多い状況が続いています。近年は６～７月に流行

のピークを迎えていましたが、今年は８月末から報告数の増加がみられていま

す。また、通常は２歳以下の小児が報告の中心ですが、ここ数年は年長のお子

さんの報告もみられています。 

ＲＳウイルスに感染した場合、多くは数日で軽快しますが、生後６か月以内

の乳児や基礎疾患を有する小児は、肺炎等を起こし重症化することもありま

す。かぜ様症状が長引き、咳がひどい 

場合等は、医療機関に御相談ください。 

今、何の病気が流行しているか！

第４２週報告数第１位 年長児の報告もみられます！～ＲＳウイルス感染症～ 

令和７年１０月１３日（月）～令和７年１０月１９日（日）〔令和７年第４２週〕の感染症発生状況 

第４２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は７．３５人と前週（４．４８人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．８１人と前週（２．９７人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．８９人と前週（２．１４人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

第４２週報告数第３位 

第４２週報告数第２位 
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川崎市におけるＲＳウイルス感染症発生状況（５年間）

【感染経路】 
飛沫感染、接触感染 

【潜伏期間】 

２～８日（典型的には４～６日） 

【症状】 

発熱・咳・鼻汁等のかぜ様症状 
＊多くは軽症で済みますが、咳がひどくなり、 

喘鳴や呼吸困難などの症状が出現し、肺炎等 

を起こす小児もいます。 

ＲＳウイルス感染症とは 

大人からの感染にも要注意！ 

令和７年４月７日から急性呼吸器感染症（ＡＲＩ）サーベ
イランスが開始され、ＡＲＩ患者の検体の病原体検査も行わ
れています。ＲＳウイルスは成人の検体からも検出されてお
り、大人が小児の感染源となることも考えられます。かぜ様
症状がある場合は、お子さんに感染させないように注意しま
しょう。


